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神農巌さんが人間国宝に
綾部こども探偵調査報告
白寿の祝い
９月は認知症月間

2
4
5
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＜今月の表紙＞
　８月８、９日に「綾部こども探偵」（市と京都
産業大学共催）を開催。市内の小学生９人が“探
偵”になって、大学生と一緒にさまざまな体験
をしながら、夏の綾部を満喫しました。
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

本
市
出
身
の
陶
芸
家
、
神
農
巌
さ
ん
が
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
小
学
校

３
年
生
か
ら
高
校
卒
業
ま
で
の
約
10
年
を
綾
部
市
で
過
ご
し
、
そ
の
後
の
大
学
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
の
め
り
込
ん
だ

陶
芸
の
世
界
。
人
生
を
変
え
た
出
会
い
や
古
里
へ
の
思
い
な
ど
を
穏
や
か
な
口
調
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

高
校
時
代
は
油
絵
も

「
小
学
生
の
頃
は
、
由
良
川
や
藤
山

（
寺
山
）、
大
本
神
苑
の
森
で
よ
く
遊
ん

で
い
た
」。
綾
部
の
豊
か
な
自
然
の
中

で
育
っ
た
神
農
さ
ん
は
、
少
年
時
代
か

ら
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
で
「
図
画
工

作
の
通
信
簿
は
い
つ
も
５
だ
っ
た
」
と

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

高
校
２
年
生
で
、
中
学
生
か
ら
続
け

て
い
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
め
、
美
術

部
へ
入
部
。
顧
問
の
先
生
に
指
導
し
て

も
ら
い
な
が
ら
も
、
ほ
ぼ
独
学
で
油
絵

を
描
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
、
た

だ
漠
然
と
「
美
術
に
関
す
る
こ
と
が
し

た
い
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

20
歳
で
陶
芸
を
志
す

高
校
卒
業
後
は
近
畿
大
学
に
進
学
。

「
経
営
学
の
講
義
に
身
が
入
ら
な
い
中
、

門
を
た
た
い
た
の
が
大
学
の
陶
芸
部

だ
っ
た
。
き
っ
か
け
は
入
学
前
の
春
休

み
に
出
掛
け
た
一
人
旅
。
旧
中
山
道
の

馬
籠
（
岐
阜
県
中
津
川
市
）
で
、
偶
然

同
宿
に
な
っ
た
の
が
部
の
先
輩
た
ち

だ
っ
た
。
あ
の
出
会
い
が
な
け
れ
ば
、

今
の
私
は
な
い
」
と
感
慨
深
げ
に
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

陶
芸
に
は
す
ぐ
に
夢
中
に
な
り
ま
し

た
。「
初
め
て
土
を
触
り
一
瞬
で
魅
了

さ
れ
た
」
と
ク
ラ
ブ
活
動
に
没
頭
。
合

宿
で
訪
れ
た
焼
き
物
の
産
地
の
の
ど
か

な
環
境
に
も
引
か
れ
「
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
間
の
中
で
仕
事
が
で
き
た
ら…

」

と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
ん
な
折
、
京
都
市
の
博
物
館
で

巡
り
合
っ
た
「
青
磁
」。
色
と
造
形
美

に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。「
作
っ
て
み

た
い
。
こ
の
道
で
い
こ
う
」。
20
歳
の

決
意
で
し
た
。

新
た
な
技
法
を
考
案

大
学
を
出
た
後
は
、
試
験
場
や
訓
練

校
で
本
格
的
に
陶
芸
を
学
び
ま
す
。「
博

物
館
の
青
磁
を
ま
ね
て
作
り
、
展
示
品

と
見
比
べ
る
。何
回
も
繰
り
返
し
た
が
、

本
物
に
は
近
付
け
な
か
っ
た
」
と
苦
悩

の
日
々
を
送
る
中
、
模
倣
や
再
現
で
は

な
く
「
自
分
な
り
の
青
磁
を
焼
こ
う
」

と
気
持
ち
を
切
り
替
え
ま
し
た
。

試
験
場
や
訓
練
校
を
経
た
後
は
、
製
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青
磁
に
衝
撃
。
こ
の
道
で
行
こ
う
！

昭和32年生まれ。中ノ町三丁目出身。昭和51年、
綾部高卒。55年、近畿大学卒。56年、京都市工業
試験場窯業本科修了。57年、府立陶工職業訓練校
成形科卒。58年、京都市工業試験場窯業専攻科修
了後、京都清水焼窯元で修業。62年、大津市に築
窯し独立。日本伝統工芸展で優秀賞を２度受賞す
るなど高い評価を得て、平成24年、紫綬褒章受章。
25年、滋賀県指定無形文化財「青磁」保持者指定。
令和６年、重要無形文化財保持者（人間国宝）認定。

神農巌さんProfile

せ
い  

じ

し
ん
の
う
い
わ
お

3

陶
所
で
５
年
間
修
業
し
30
歳
で
独
立
。

独
自
の
表
現
を
追
い
求
め
、
泥
状
の
磁

土
を
筆
で
塗
り
重
ね
、
器
に
線
文
を
浮

か
び
上
が
ら
せ
る
「
堆
磁
」
と
い
う
技

法
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
青
磁
の
表
現

に
新
た
な
可
能
性
を
開
い
た
と
し
て
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

夢
は
世
界
と
の
交
流

「
ま
さ
か
、
と
思
っ
た
」。
文
化
庁
か

ら
人
間
国
宝
の
一
報
を
電
話
で
聞
い
た

と
き
の
率
直
な
心
境
を
口
に
し
「
重
責

を
感
じ
て
い
る
」
と
続
け
ま
す
。
夢
は
、

自
分
の
青
磁
を
中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島

に
発
信
し
、
世
界
の
人
と
交
流
す
る
こ

と
。
技
術
の
伝
承
に
取
り
組
む
と
し
つ

つ
も
、
眼
差
し
は
常
に
制
作
活
動
に
向

い
て
い
ま
す
。

「
私
の
感
性
は
綾
部
の
美
し
い
自
然

の
中
で
培
わ
れ
た
。
郷
土
や
関
わ
っ
て

く
れ
た
全
て
の
人
に
感
謝
し
て
い
る
」。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
後
、
顔
を
ほ
こ
ろ

ば
せ
な
が
ら
古
里
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
ま
し
た
。

陶磁器２点を展示中

期 間　９月30日(月)まで
場 所　あやべ・日東精工アリーナ
　　  （市民センター、西町三丁目）
時 間　施設開館中

　神農さんの人間国宝認定を記念し、市
が平成23年10月に寄贈を受け所蔵して
いる陶磁器２点を一般公開しています。
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独自の「堆磁」技法をする神農さん。
筆を使い優美な曲線を描く

郷
土
や
関
わ
っ
て
く
れ
た
全
て
の
人
に
感
謝白磁堆磁線文鉢

はくじついじせんもんばち

青白磁堆磁線文壺
せいはくじついじせんもんつぼ

じ

ど

つ
い
じ
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綾
部
の
魅
力
を
自
分
の
目
で
発
見

こ
の
企
画
は
、
子
ど
も
た
ち
が
本
市

の
魅
力
を
調
査
し
発
信
す
る
こ
と
で
、

郷
土
愛
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
ど
も
探
偵
９

人
が
、
助
手
の
京
都
産
業
大
学
現
代
社

会
学
部
の
学
生
５
人
と
一
緒
に
調
査
し

ま
し
た
。

初
日
は
▽
農
夢
（
位
田
町
）▽
里
山

交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
（
鍛
治
屋
町
）▽

黒
谷
和
紙
会
館
（
黒
谷
町
）―

の
３
カ

所
を
巡
回
し
調
査
。
万
願
寺
甘
と
う
の

収
穫
作
業
を
体
験
し
た
り
、
工
作
や
川

遊
び
を
行
っ
た
り
し
な
が
ら
綾
部
の
魅

力
を
確
認
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
調
べ
た
こ

と
や
感
じ
た
こ
と
を
報
告
書
に
ま
と
め

て
発
表
。
助
手
の
大
学
生
か
ら
文
章
の

書
き
方
や
表
現
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
、
全
員
が
Ａ
３
用
紙
い
っ

ぱ
い
に
書
き
上
げ
、
綾
部
の
魅
力
を
自

分
の
言
葉
で
伝
え
ま
し
た
。

同
大
学
の
滋
野
教
授
は
「
自
分
が
住

ん
で
い
る
と
こ
ろ
の
近
く
を
探
偵
と

な
っ
て
調
査
す
る
こ
と
で
、
良
さ
に
気

付
く
こ
と
が
で
き
る
。
探
偵
の
目
で
自

分
の
ま
ち
を
見
る
こ
と
で
綾
部
の
ま
ち

が
好
き
に
な
る
」
と
探
偵
に
伝
え
、
２

日
間
の
調
査
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

綾部こども探偵綾綾部こども探偵探偵
調査報告調査報告

綾部こども探偵
調査報告

　市と京都産業大学は８月８、９日に「綾
部こども探偵」を開催しました。３回目
となる今年は市内の小学生９人が参加。
子どもたちが“探偵”になって綾部の魅
力を自ら調査しました。（敬称略）

宇野 瑛亮（豊里小４年生）
水鉄砲で川遊び
里山交流研修センターで
作った水鉄砲で水の掛け合い
をして、楽しかったです。黒
谷和紙の歴史や水鉄砲の作り
方を知れてよかったです。

荻野 一花（豊里小３年生）
黒谷和紙会館にある川遊び
川には大きいカニやいろい
ろな魚がいました。もう一回
水鉄砲で遊びたいし、魚を捕
まえてみたいです。

大丹生 唯（上林小６年生）
日本の伝統  黒谷和紙
和紙は約2,000年前に誕生
し、1,400年前に日本に入っ
てきてから、作り続けられて
います。この伝統を将来につ
なげたいです。

大丹生 雫（上林小４年生）
和紙と洋紙の違い
和紙は洋紙より長持ちする
ことを学びました。ちぎりに
くい方が和紙、すぐにちぎれ
る方が洋紙だと知りました。

福井 美夏（綾部小３年生）
黒谷和紙会館にある川遊び

み なつは のん

いち か　おおにゅう　おおにゅう

川は浅い所や深い所があり
ました。川が思っていたより
冷たくなかったので、たくさ
ん動けて楽しかったです。

帆風 光洋（綾部小６年生）
川で水遊び
川で水鉄砲遊びをしている
と、川と黒谷和紙会館がつな
がっていることに気付きまし
た。大学生とも遊べてとても
楽しかったです。

帆風 波音（綾部小３年生）
黒谷和紙会館にある川遊び
川は浅くて石が100個くら
いありました。すばしっこい
大きなカニもいました。魚は
川底と同じ色であまり見えま
せんでした。

田藤 愛梨（福知山公立大３年生）
綾部市の魅力発見
今回、綾部市役所のインター
ンシップで、綾部こども探偵
の助手として京産大学生とと
もに同行しました。学びや遊
びを取り入れた企画で、綾部
市の魅力を自分の目で発見す
ることができる、
とても良い機会
だと感じました。

杉山 煌志朗（綾部小６年生）
里山交流研修センター遊び
里山交流研修センターでス
イカ割りをし、スカッとしま
した。水鉄砲は竹でも作れる
ことを学びました。

片山 直樹（東八田小３年生）
黒谷を大切にして作った和紙
黒谷和紙会館は、昔の方法
で和紙を作っているところで
す。黒谷和紙には歴史がある
と発見しました。

こう し ろう

5

ものづくりが好きで、趣味はミニ下駄作りと話
す岩﨑さん。友人や孫などに渡すことが生きが
いになっているそうです
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人
間
国
宝
と
は
、
重
要
無
形
文
化
財

の
保
持
者
と
し
て
各
個
認
定
さ
れ
た
人

物
を
指
す
通
称
で
あ
る
。

そ
の
人
間
国
宝
に
本
市
で
育
っ
た
陶

芸
家
・
神
農
巌
さ
ん
が
こ
の
度
認
定
の

運
び
と
な
っ
た
。
人
間
国
宝
の
数
は
芸

能
・
工
芸
技
術
合
わ
せ
て
１
０
０
人
余

り
で
、
そ
の
希
少
性
と
価
値
が
分
か
る

と
い
う
も
の
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
本
市
の

関
係
者
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
ま
さ

に
快
挙
。
今
ま
で
に
日
本
工
芸
会
長
賞

や
紫
綬
褒
章
を
受
章
す
る
な
ど
し
て
き

た
経
歴
か
ら
、
い
ず
れ
は…

と
期
待
は

し
て
い
た
が
、
吉
報
は
思
っ
た
よ
り
早

く
届
い
た
。

生
ま
れ
は
福
知
山
市
だ
が
小
学
３
年

生
の
時
に
本
市
に
移
り
住
み
、
少
年
か

ら
青
年
の
多
感
な
時
期
を
こ
の
地
で
過

ご
し
た
。
私
は
綾
部
小
学
校
、
中
学
校
、

高
校
の
同
級
生
と
し
て
付
き
合
い
が

あ
っ
た
。
長
身
に
整
っ
た
顔
立
ち
、
中

175

学
時
代
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
エ
ー
ス

と
し
て
活
躍
し
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

高
校
卒
業
後
、
大
学
を
出
る
と
心
機
一

転
、
陶
芸
の
道
を
志
し
、
府
立
陶
工
職

業
訓
練
校
に
て
基
礎
か
ら
学
び
、
成
型

技
術
や
青
磁
釉
薬
の
研
究
に
励
ん
だ
と

い
う
。
特
定
の
師
に
つ
く
こ
と
な
く
、

独
自
の
技
法
を
苦
労
の
末
に
極
め
て

様
々
な
賞
を
受
け
る
な
ど
確
固
た
る
境

地
を
築
い
て
い
く
の
だ
が
、
今
は
琵
琶

湖
を
望
む
地
に
窯
を
構
え
て
創
作
に
励

む
。
水
を
想
わ
せ
る
清
楚
な
色
調
で
優

美
な
造
形
に
絶
妙
の
起
伏
を
施
し
た
作

風
が
特
徴
の
一
つ
だ
。

市
長
に
就
任
し
た
直
後
に
、「
自
分

の
娘
を
嫁
が
せ
る
よ
う
な
も
の
だ
」
と

笑
い
な
が
ら
寄
贈
し
て
く
れ
た
逸
品
は

市
役
所
と
中
央
公
民
館
に
飾
っ
て
あ

り
、
私
の
自
慢
の
一
つ
で
あ
る
。
今
も

実
家
に
帰
省
し
た
折
は
市
長
室
に
寄
っ

て
近
況
を
語
っ
て
く
れ
る
。
さ
す
が
に

人
間
国
宝
に
認
定
さ
れ
た
後
は
マ
ス
コ

ミ
対
応
等
に
忙
殺
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、

秋
の
個
展
に
向
け
て
新
た
な
作
品
に
挑

ん
で
い
る
よ
う
で
創
作
意
欲
に
衰
え
は

な
い
。
先
月
、
久
し
ぶ
り
に
会
食
す
る

機
会
を
得
た
が
、
彼
が
選
ん
だ
の
は
と

あ
る
駅
前
の
居
酒
屋
。
飾
ら
な
い
人
柄

は
変
わ
ら
ず
、
枝
豆
と
焼
き
鳥
を
肴
に

乾
杯
し
た
生
ビ
ー
ル
の
美
味
さ
は
忘
れ

ら
れ
な
い
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

人
間
国
宝

　「
百
」
の
字
か
ら
「
一
」
を
取
る
と
「
白
」
の
字
に
な
る
こ
と
か
ら
、

99
歳
は
「
白
寿
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
山
崎
善
也
市
長
は
８
月
28
日
、

白
寿
を
迎
え
た
人
の
お
宅
を
訪
問
。
記
念
品
を
渡
し
、
長
寿
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。

今
年
は
35
人

本
年
度
の
対
象
は
大
正
14
年
４
月
２

日
か
ら
大
正
15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
。
男
性
７
人
、
女
性
28
人
の

計
35
人
（
９
月
１
日
現
在
）
で
、
次
の

皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
・
誕
生
日
順
・

掲
載
了
解
者
の
み
掲
載
）。

▽
岩
﨑
勝
巳
（
東
山
町
）▽
篠
原
富

榮
（
高
津
町
）▽

山
き
り
の
（
釜
輪

町
）▽
余
田
幸
男
（
新
宮
町
）▽
大
田

ヤ
ヱ（
五
津
合
町
）▽
岩
﨑
み
ち
ゑ（
同
）

▽
白
波
瀬
芳
子
（
鷹
栖
町
）▽
朝
倉
一

枝
（
大
畠
町
）▽
丸
山

子
（
桜
が
丘

一
丁
目
）▽
中
野
世
紀
（
神
宮
寺
町
）▽

梅
垣
正
（
志
賀
郷
町
）▽
東
吉
野
（
青

野
町
）▽
上
田
春
野
（
上
杉
町
）▽
石
原

た
ね
子（
忠
町
）▽
村
上
美
登
里（
栗
町
）

▽
梅
原
ア
サ
ノ
（
味
方
町
）▽
森
本
節

子
（
有
岡
町
）▽
出
野
節
（
上
延
町
）▽

三
ツ
谷
春
枝
（
老
富
町
）▽
大
島
幸
子

（
若
松
町
）▽
田
中
ト
シ
ヱ
（
位
田
町
）

▽
鈴
木
ヤ
ヱ
子
（
上
杉
町
）▽
四
方
修

𠮷（
里
町
）

白
寿
の
祝
い

99
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

岩﨑勝巳さん（東山町）

さ
か
な

ゆ
う
や
く

せ
い
そ

さ
ま
ざ
ま
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５
人
に
１
人
が
発
症

認
知
症
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
脳
の
病
気

に
よ
り
、脳
の
機
能
が
徐
々
に
低
下
し
、

記
憶
力
や
判
断
力
、
言
語
能
力
な
ど
の

認
知
機
能
が
徐
々
に
衰
え
、
日
常
生
活

に
支
障
を
き
た
す
状
態
を
い
い
ま
す
。

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
来
年
に
は

高
齢
者
の
約
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に

な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
に
限
ら
ず
、
65
歳
未
満
で
発
症

す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

１
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

認
知
症
の
リ
ス
ク
は
加
齢
と
と
も
に

高
く
な
り
ま
す
が
、
早
期
発
見
と
適
切

な
治
療
を
行
う
こ
と
で
、
進
行
を
遅
ら

せ
た
り
、
症
状
を
和
ら
げ
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
物
忘

れ
が
気
に
な
る
な
ど
「
認
知
症
か
も
」

と
感
じ
た
ら
、
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医

や
相
談
窓
口
（
右
下
表
）
へ
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
地
域
包
括
支

援
課
（
西
庁
舎
１
階
）
で
は
「
よ
り
そ

い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」（
令
和
７
年
３
月

改
定
予
定
）
や
「
認
知
症
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」＝
写
真
下
＝
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
人
や
家
族
の
支
援
に
役
立
つ

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」が本年１月１日に施行され
ました。法律では、９月を「認知症月間」、９月21日を「認知症の日」と定め
ています。この機会に、認知症に関する正しい知識と理解を深め、認知症の人
を尊重しながら、お互いに支え合う活力ある共生社会を実現しましょう。

９月は認知症月間

理解を深め共生社会の実現へ

関係機関と連携し支援 相談窓口

対象地区 連絡先名　　　称
地域包括支援センター

山家
口上林
中上林
奥上林

市東部地域包括支援センター
（いこいの村・とくら福祉セン
ター内、十倉名畑町）

市中部地域包括支援センター
（市福祉ホール内、川糸町）

市西部地域包括支援センター
（市ふれあいの家、栗町）

市地域包括支援センター
（綾部市役所、若竹町）

綾部
中筋
吉美
西八田
東八田

豊里
物部
志賀郷

☎（42）4262
F（42）0048

☎（21）5011
F（21）5106

☎（43）2888
F（43）2882

☎（21）5295
F（21）5296

　認知症地域支援推進員は、医療・介護・
地域支援機関とつなぎ、認知症の人や家
族を支援する役割を担っています。少し
でも気になることがあれば、気軽に関係
機関等に相談してください。本人はもち
ろん、家族の不安も和らげることができ
ます。
　「認知症ハンドブック」には、症状の経
過を記録するメモが付いています。受診
時に医師に見せることで、診断に役立ち
ますので、こまめに記録しておくことを
お勧めします。

　地域包括支援センターは、高齢者の相談
窓口です。気になることがあれば悩まず、気
軽に相談してください。

認知症地域支援推進員
　村上甲太さん（右）
　大槻史子さん（左）
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協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

両手の親指と人差し指を前に
向けて開き

左右へ引き離す

今
月
の
手
話普

通

つながろう

手話
で

シ
リ
ー
ズ

人
権
を
考
え
る

気
付
い
て
い
ま
す
か
？
高
齢
者
へ
の
虐
待

届
き
に
く
い
高
齢
者
の
声

人
は
誰
も
が
、
年
齢
を
重
ね
る
に
つ

れ
心
身
と
も
に
衰
え
が
生
じ
、
問
題
を

認
識
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
注
意
力
や

集
中
力
を
保
つ
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た

り
し
ま
す
。
そ
し
て
、
日
常
の
中
で
困

難
を
抱
え
て
い
て
も
「
声
な
き
声
」
と

し
て
周
囲
に
気
付
か
れ
ず
、
高
齢
者
の

人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

地
域
で
見
守
り
、
み
ん
な
で
防
ぐ

高
齢
者
へ
の
深
刻
な
人
権
侵
害
の
一

つ
が
虐
待
で
す
。
暴
力
的
な
行
為
（
身

体
的
虐
待
）
だ
け
で
な
く
▽
暴
言
や
無

視
、
嫌
が
ら
せ
（
心
理
的
虐
待
）▽
必

要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
せ
な

い
、
世
話
を
し
な
い
（
介
護
・
世
話
の

放
任
、
放
棄
）▽
勝
手
に
高
齢
者
の
お

金
を
使
う
（
経
済
的
虐
待
）―

な
ど
の

ほ
か
、
性
的
な
虐
待
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
高
齢
者
へ
の
虐
待
は
、
密

室
性
が
高
く
表
面
化
し
に
く
い
と
い
う

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
隣
近

所
で
日
頃
か
ら
声
を
掛
け
合
い
、
高
齢

者
と
そ
の
家
族
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に

見
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

高
齢
者
の
中
に
は
、
困
難
が
あ
っ
て

も
声
を
上
げ
ら
れ
な
い
人
や
、
虐
待
さ

れ
て
い
る
自
覚
が
な
く
危
険
な
状
態
に

な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
疑
わ

し
い
と
思
っ
た
と
き
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
＝
６
面
参
照
＝
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
見
守
り
や
声
掛
け
を
増

や
す
こ
と
で
虐
待
を
防
ぎ
、
高
齢
者
の

権
利
が
守
ら
れ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、

そ
ん
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

市は８月22日、市役所で令和６年度１回目の高齢者
対策推進協議会を開催。認知症の人への支援など、
関係機関と意見交換を行いました
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　綾部藩や九鬼氏に関係する資料のほか、江戸時代の綾部市
内に存在した山家藩や藤懸領に関連した展示も行います。

＜問い合わせ＞ 
　社会教育課文化財担当  ☎(42)4328  F(43)2134
資料館（土・日曜日、祝日の連絡先） ☎(43)1366 F(43)2134

●講演会「綾部藩主九鬼氏のルーツについて
　　　　　　　　　　～戦国武将　九鬼嘉隆と九鬼水軍～」
　　日　時　10月12日（土）午後１時30分～３時
　　場　所　中央公民館中央ホール（里町）
●展示解説　学芸員による展示解説（30分程度）
　　日　時　10月26日（土）①午前10時～、②午後３時30分～
●山家陣屋・山家城見学会　日程　11月10日（日）
　　※詳細はお知らせ版をご覧ください。

資料館第26回特別展示
「今がアツい！綾部九鬼藩―あやべの藩と領主たち―」

会　期 10月５日(土)～12月20日(金)※月曜日は休館
　　　　（参考：特別展の設営等のため９月28日(土)～10月
　　　 ４日(金)は休館）
時　間 午前９時～午後５時
場　所 資料館（里町久田21番地の20）
入館料 無料

関連イベント

　綾部藩や九鬼氏に関係する資料のほか、江戸時代の綾部市内に存
在した山家藩や藤懸領などに関連した展示を行います。
※詳細は市ホームページ（記事 ID4781）をご覧ください。
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月の子育て行事

相談・教室など

①育児相談
②助産師相談
③里山エリアはぐくみ事業

④ぷくぷくひろば

⑤産後ママのリフレッシュケア
⑥親子クッキング

行 事 名 対　象 日　時
生後４カ月～就学前の乳幼児と保護者
妊婦、産後のママ（里帰り中も可）、その家族
生後２カ月～小学６年生の子と保護者

妊婦、生後６カ月の乳児と産婦、その家族

おおむね生後１～６カ月の乳児と産婦
５歳～小学６年生の子と保護者

10月１日(火)午前
10月２、９、16、23、30日(水)9:00～正午
10月６、27日(日)

10月25日(金)10:00～14:30 
10月27日(日)9:30～13:30

10月６日(日)9:30～正午
（前後する場合があります）

10 ★は要予約

子育てねっと

＜申し込み・問い合わせ＞
　こども支援課  ☎(42)0020  F(42)5488  　 kodomoshien@city.ayabe.lg.jp

場所：①②④⑥保健福祉センター（青野町）、③６日＝あやべ・日東精工アリーナ（市民センター、西町三丁目）、27日＝物部営農指導センター
（物部町）、⑤あやべ温泉二王館（睦寄町）

広報あやべ　　　　　　 2024.9

あやっこひろば（あやテラス内） ☎(45)6377  F(45)8825

CoCoぷらす講座（トイ・Toy）
おやこde体操（リズム体操）
CoCoひろば（ハロウィン ゆらゆら遊び）

０～３歳の子と保護者
２歳～小学２年生の子と保護者（15組）
未就学の子と保護者 

10月２日(水)
10月５、19日(土)
10月30日(水)

10:30～11:30
10:30～11:00
10:30～11:30

時 間 予約
★
★

日 程対 象イベント

みにみにひろば（なかすじ児童センター） ☎(44)1022  F(45)8825

食育　さつまいも収穫   
運動会
おやこdeカフェ
バス遠足（こども家族館）
ハロウィン

未就学の子と保護者

10月１日(火)
10月８日(火)
10月15日(火)
10月22日(火)
10月29日(火)

時 間 予約

★
★
★
★

日 程対 象イベント

10:30～正午

にこにこひろば（物部児童館） ☎(49)1195  F(45)8825

さつまいも掘り
ママのためのゆるゆる体操
10月お誕生会＆おたのしみ

未就学の子と保護者
10月７日(月)
10月21日(月)
10月28日(月)

時 間 予約

★

日 程対 象イベント

10:30～正午

のびのびひろば（宮代児童センター） ☎(42)9845  F(45)8825

運動会      
自由遊び      
芋掘り      
ボールあそび     
遊具あそび      

未就学の子と保護者 10:30～正午

10月３日(木)
10月10日(木)
10月17日(木)
10月24日(木)
10月31日(木)

時 間 予約日 程対 象イベント

※内容が変更になる場合があります。
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あやちゃん健康だより ＜問い合わせ＞
　保健推進課
　☎(42)0111 F(42)5488

対 象 者　①接種日に満65歳以上の綾部市民
　　　　　②接種日に60歳以上65歳未満の綾部市民で、心臓
　　　　　　・腎臓・呼吸器の機能障害、ヒト免疫不全ウイ
　　　　　　ルスによる免疫の機能障害で、日常生活が極度
　　　　　　に制限される人（身体障害者手帳１級相当）
接種期間　10月１日(火)～令和７年１月31日(金)
接種回数　接種期間中に、それぞれ１回
接種料金 インフルエンザ　1,500円
　　　　　新型コロナ　　　3,000円

次の（１）（２）に該当する人は無料になります。（要事前申請）
（１）市民税非課税世帯の人（本人を含む世帯員全員が非課税

である世帯）
次の書類を提出してください。
①綾部市高齢者予防接種自己負担金免除申請書
（本紙お知らせ版に掲載）
②本人確認書類
顔写真付きは１種類（マイナンバーカード、運転免許
証等）、顔写真なしは２種類（健康保険証と介護保険の
被保険者証等）必要です。
※郵送の場合は本人確認書類のコピーを同封してください。
※代理人が申請する場合、本人確認書類は本人・代理人それぞ
れ必要です。

（提出先）
・郵送の場合　〒623-0011  青野町東馬場下15番地の６

保健福祉センター宛
・持参の場合　保健福祉センターか上林いきいきセンター

（２）生活保護世帯の人
社会福祉課に申請してください。

申請期間　いずれも令和７年１月16日(木)まで

•接種後の払い戻しはできません。必ず事前に申請してください。
•申請の結果は２週間をめどに郵送します。必ず結果が届いてから接種してください。
•原則、住民票のある住所地へ郵送します。住所地以外へ郵送を希望する場合は、郵便番号、住所、宛
　名を記載し申請時に提出してください。

実施医療機関
インフルエンザ・新型コロナ
ワクチンともに接種可能
綾部市立病院／綾部ルネス病院
／京都協立病院／あやべ協立診
療所／綾部市志賀郷診療所／大
久保医院／畑内科医院／柳川整
形外科医院／安村外科内科診療
所／山下整形外科医院／横山医
院／由良産婦人科小児科医院

インフルエンザワクチンのみ
接種可能
綾部市奥上林診療所／綾部市中
上林診療所／志賀整形外科クリ
ニック／白波瀬医院／西村医院
／野間医院八田診療所
※市外の医療機関で接種を希望
　する人は、事前に保健福祉セ
　ンターで手続きが必要です。

　インフルエンザや新型コロナウイルス感染症の重症化を予防するため、予防接種法に基づき、高齢
者の予防接種を実施します。
※この予防接種は、自らの意思で希望する人にのみ行います。接種を強制するものではありません。
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免除申請に関する注意事項

令和６年度高齢者インフルエンザ・新型コロナ予防接種のお知らせ

市ホームページ
（記事ID3410）
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口

☎（
42
）３
２
８
０（
内
線
４
０
３
）

税
務
課
（
税
に
関
す
る
こ
と
）

☎（
42
）４
２
３
５

日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
を
相
談

し
ま
せ
ん
か

綾
部
市
精
神
保
健
家
族
会
は
、

心
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
で
き

る
よ
う
に
「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関

す
る
家
族
相
談
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
同
じ
立
場
の
家
族
や
府
こ
こ

ろ
の
健
康
推
進
員
が
、
精
神
障
害

者
の
い
る
家
族
が
持
つ
日
頃
の
悩

み
な
ど
の
相
談
に
乗
り
ま
す
。

日
時
／
10
月
15
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分
。
場
所
／
あ
や
べ
・

日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
第
２
会
議
室

（
市
民
セ
ン
タ
ー
、西
町
三
丁
目
）。

対
象
／
市
内
在
住
の
人
。

問
同
会
会
長

永
井
智
子

☎
０
８
０（
１
４
５
８
）８
７
５
９

障
害
者
支
援
課
☎（
42
）４
３
１
８

F（
42
）８
９
５
３

ス
マ
ホ
講
習
会

府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

は
、
ス
マ
ホ
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
文
字
に
よ
る
情
報
提
供
や
手

帯
員
で
あ
る
18
歳
以
下
の
子
ど
も

等
に
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
令
和
５
年
度
に
、
７
万
円
も

し
く
は
10
万
円
の
給
付
対
象
と

な
っ
た
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

基
準
日
／
令
和
６
年
６
月
３
日
。

支
給
額
／
一
世
帯
当
た
り
10
万

円
、
子
ど
も
一
人
当
た
り
５
万

円
。申
請
期
限
／
10
月
31
日（
木
）。

備
考
／
予
期
せ
ず
家
計
が
急
変
し

た
こ
と
で
令
和
６
年
１
月
か
ら
10

月
ま
で
の
収
入
が
減
少
し
、
世
帯

全
員
の
令
和
６
年
度
分
住
民
税
が

非
課
税
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
世
帯
も
対
象
で
す
。詳
し
く
は
、

社
会
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
同
課
給
付
金
窓
口

☎（
42
）３
２
８
０（
内
線
４
０
３
）

定
額
減
税
補
足
給
付
金（
調
整
給
付
）

令
和
６
年
度
の
税
制
改
正
を
受

け
、
定
額
減
税
の
対
象
者
で
定
額

減
税
前
の
税
額
が
定
額
減
税
可
能

額
に
満
た
な
い
人
に
対
し
て
、
そ

の
差
額
を
給
付
し
ま
す
。

対
象
者
／
定
額
減
税
可
能
額
が
、

令
和
６
年
分
推
計
所
得
税
額
ま
た

は
令
和
６
年
度
分
個
人
住
民
税
所

得
割
額
を
上
回
る
人
。
支
給
額
／

上
回
る
額
の
合
算
額
を
基
礎
と
し

て
一
万
円
単
位
で
切
り
上
げ
て
算

関
の
仕
事
に
関
す
る
意
見
・
要
望
・

苦
情
な
ど
を
聴
き
、
行
政
運
営
の

改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
も
の
で

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。
困
っ
た
ら
一
人
で

悩
ま
ず
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

日
時
／
10
月
21
日（
月
）13
時
〜
15

時
。
場
所
／
市
役
所
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー

問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

綾
部
市
戦
没
者
追
悼
式

市
内
２
４
３
２
人
の
戦
没
者
の

尊
い
犠
牲
に
対
し
、
哀
悼
の
誠
を

さ
さ
げ
ま
す
。
ま
た
、
遺
族
の
ご

労
苦
に
敬
意
を
表
し
、
平
和
へ
の

誓
い
を
新
た
に
し
ま
す
。

日
時
／
10
月
17
日（
木
）10
時
〜
。

場
所
／
中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）。

参
列
者
／
遺
族
（
戦
没
者
の
配
偶

者
・
３
親
等
内
の
親
族
な
ど
）、

市
民
。

問
社
会
福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
０

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時

特
別
給
付
金

令
和
６
年
度
に
新
た
に
住
民
税

非
課
税
ま
た
は
均
等
割
の
み
課
税

と
な
っ
た
世
帯
お
よ
び
、
そ
の
世

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

中
学
１
年
生
〜
高
校
１
年
生
を

対
象
と
し
た
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
定
期
接
種
の
期
間
は
、
16

歳
に
な
る
年
度
の
３
月
31
日
ま
で

で
す
。

平
成
９
〜
19
年
度
生
ま
れ
を
対

象
と
し
た
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

は
、
令
和
７
年
３
月
31
日
で
終
了

し
ま
す
。

接
種
は
合
計
２
、
３
回
で
、
完

了
ま
で
に
約
６
カ
月
か
か
り
ま

す
。
ま
だ
接
種
を
受
け
て
い
な
い

人
は
、
９
月
末
ま
で
に
１
回
目
を

受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

無
料
期
間
が
終
了
す
る
と
、
接
種

に
は
最
大
約
10
万
円
の
費
用
が
か

か
り
ま
す
。

問
こ
ど
も
支
援
課

☎（
42
）０
０
２
０

F（
42
）５
４
８
８

行
政
相
談
月
間

総
務
省
は
、
９
月
か
ら
10
月
ま

で
の
２
カ
月
間
を
「
行
政
相
談
月

間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
行
政
相

談
は
、
行
政
相
談
委
員
が
行
政
機

10

お間違えなく  市立病院☎（43）0123
Inform

ation
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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▲予診票の再発行

＝メール

話
通
訳
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
が

あ
り
ま
す
。
聞
こ
え
な
い
人
、
聞

こ
え
に
く
い
人
で
も
安
心
し
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
１
日（
金
）13
時
〜
16

時
。
場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
青
野
町
）。
対
象
／
ス
マ
ホ
操
作

が
苦
手
な
人
。
内
容
／
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
み
よ
う
ア
プ
リ

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
み
よ
う
▽

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
で
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
の
リ
ス
ク

を
確
認
し
よ
う
▽
浸
水
ナ
ビ
を
使

っ
て
水
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

見
て
み
よ
う―

の
３
講
座
。
講
座

を
選
ん
で
参
加
で
き
ま
す
。
費
用

／
無
料
。
持
ち
物
／
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
。
申
し
込
み
／
10
月
31
日

（
木
）ま
で
に
、電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
で
同
セ
ン
タ
ー
ス
マ
ホ
講

習
会
担
当
へ
。

問
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
７
４（
30
）９
０
０
０

F
０
７
７
４（
55
）７
７
０
８

kikoe-shien@
kyoto-cho

gen.or.jp

投
票
管
理
者
・
立
会
人

市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
期
日

料
。
会
場
／
中
筋
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
大
島
町
）。
準
備
物
／
着

替
え
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
。
申
し

込
み
／
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

へ
。
ウ
ェ
ブ
申
し
込

み
も
可
能
。

問
同
課

☎（
42
）４
３
５
６

秋
の
綾
部
を
歩
こ
う
！

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
、
日
帰

り
で
楽
し
め
る
ハ
イ
キ
ン
グ
や
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

綾
部
の
里
山
を
歩
く
小
畑
城
跡

を
め
ざ
し
て
＝
自
然
観
察
し
な
が

ら
小
畑
大
池
・
小
畑
ア
ジ
サ
イ
園
・

小
畑
城
跡
・
熊
野
神
社
を
巡
る
約

８
㌔
㍍
。
日
時
／
10
月
23
日（
水
）

10
時
〜
15
時
ご
ろ
。
集
合
場
所
／

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
（
鍛
治

屋
町
）。
参
加
費
／
２
０
０
０
円
。

最
少
催
行
人
数
／
３
人
。
古
屋

栃
の
森
と
水
源
を
巡
る
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
＝
水
源
の
里
の
豊
か
な
自
然

の
中
を
歩
く
約
６
㌔
㍍
。
日
時
／

11
月
４
日（
月
・
振
）10
時
〜
15
時

ご
ろ
。
集
合
場
所
／
古
屋
公
民
館

（
睦
寄
町
）。
参
加
費
／
３
０
０
０

円
。
最
少
催
行
人
数
／
５
人
。
紅

葉
の
君
尾
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
＝
国

宝
光
明
寺
二
王
門
や
大
ト
チ
な
ど

前
投
票
所
の
投
票
管
理
者
・
立
会

人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
対
象
の

期
日
前
投
票
所
は
、
上
林
い
き
い

き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）
と
物

部
営
農
指
導
セ
ン
タ
ー（
物
部
町
）

の
２
カ
所
で
す
。

対
象
／
綾
部
市
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
。
投
票
管
理

者
は
さ
ら
に
①
25
歳
以
上
②
投
票

管
理
者
か
立
会
人
の
経
験
が
あ
る

―

の
両
方
を
満
た
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。
応
募
方
法
／
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
か
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
、
持
参
の
い
ず
れ

か
で
同
委
員
会
事
務
局
へ
。
申
込

書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
申
し
込
み
も

可
能
で
す
。
備
考
／
応
募
者
多
数

の
場
合
は
、
選
任
さ
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

問
同
委
員
会
事
務
局

☎（
42
）４
２
２
９

ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室

綾
部
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連

絡
協
議
会
は
「
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

年
齢
を
問
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

日
時
／
11
月
１
、
８
、
15
、
22
日

（
金
）19
時
〜
20
時
。
参
加
料
／
無

【記事の見方】 ☎＝電話　F＝ファクス

11

を
巡
る
約
７
㌔
㍍
。
日
時
／
11
月

17
日（
日
）10
時
〜
15
時
30
分
ご

ろ
。集
合
場
所
／
あ
や
べ
温
泉（
睦

寄
町
）。
参
加
費
／
２
５
０
０
円
。

最
少
催
行
人
数
／
５
人
。
共
通
＝

申
し
込
み
／
開
催
日
３
日
前
の
17

時
ま
で
に
、
コ
ー
ス
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
観
光

協
会
へ
。
そ
の
他
／
雨
天
中
止
。

昼
食
や
飲
み
物
は
各
自
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

問
同
協
会

☎（
42
）９
５
５
０

F（
42
）８
５
１
４

９
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
０
１
０
８
人
（
男
１

４
４
３
９
、
女
１
５
６
６
９
）。
世

帯
数
は
１
３
７
５
０
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

５
件
（
建
物
４
件
）
で
す
。

８
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る
ご

み
は
４
１
１
㌧
（
前
年
同
月
比
３
・

５
㌫
減
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理
す

る
ご
み
は
80
㌧
（
同
11
・
９
㌫
増
）

で
し
た
。

人
口
・
火
災

募
集

家
庭
ご
み
の
処
理
量
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▲申し込み

▲申し込み



糖
尿
病
教
室

■日
10
月
16
日（
水
）■時
14
時
〜
15
時

■場
市
立
病
院
（
青
野
町
）

※

定
員
50
人

■問
市
立
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

F（
42
）７
８
７
０

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日
10
月
18
日（
金
）■時
13
時
30
分
〜
15
時

■場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人

■申
■問
保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

応
急
手
当
普
及
員
及
び
応
急
手

当
指
導
員
再
講
習

■日
10
月
19
日（
土
）■時
13
時
〜
17
時

■場
消
防
署
（
味
方
町
）

※

応
急
手
当
普
及
員
は
16
時
ま
で

■問
消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

F（
43
）１
４
８
３

そ
う
や
な
ぁ
談
義

■日
10
月
22
日（
火
）

■時
13
時
30
分
〜
15
時

■場
福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■問
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

喫
茶
シ
ボ
ラ

■日
10
月
８
日（
火
）■時
13
時
〜
15
時
30
分

■場
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
大
島
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円

■問
あ
や
べ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

☎（
40
）１
３
８
８
F（
40
）１
３
８
９

秋
の
バ
ラ
ま
つ
り

■日
10
月
12
日（
土
）〜
11
月
11
日（
月
）

■時
９
時
〜
17
時※

期
間
中
無
休

■場
綾
部
バ
ラ
園
（
青
野
町
）

■問
あ
や
べ
特
産
館
☎（
43
）０
８
１
１

F（
43
）０
８
３
３

綾
の
ま
ち
め
ぐ
り
フ
ェ
ス

■日
10
月
12
日（
土
）■時
11
時
〜

■場
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
（
青
野

町
）

■問
観
光
交
流
課
☎（
42
）４
２
７
３

髙
倉
神
社
秋
季
例
大
祭

■日
10
月
13
日（
日
）■時
８
時
〜

■場
髙
倉
神
社
（
高
倉
町
）〜
里
宮
髙

  

倉
神
社
（
里
町
）

■問
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

F（
42
）８
５
１
４

島
萬
神
社
例
大
祭

■日
10
月
13
日（
日
）■時
10
時
〜

■場
島
萬
神
社
（
中
筋
町
）

■問
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

F（
42
）８
５
１
４

綾
部
旧
町
区
八
社
合
同
秋
季
大
祭

■日
10
月
20
日（
日
）■時
正
午
〜

■場
綾
部
市
役
所
前

■問
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

F（
42
）８
５
１
４

中
丹
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
10
月
20
日（
日
）■時
13
時
30
分
〜

■場
中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

※

入
場
料
３
０
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）

■問
中
丹
文
化
事
業
団

☎（
42
）７
７
０
５
F（
42
）７
７
８
３

女
性
相
談
（
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
）

■日
10
月
２
、
16
日（
水
）

■時
13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

各
日
定
員
３
人
、１
人
50
分

■申
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

F（
42
）２
０
３
０

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日
10
月
２
、
16
日（
水
）

■時
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

■場
市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議
室

※

定
員
３
人

■申
■問
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

北
部
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
巡
回
相
談

■日
10
月
４
日（
金
）■時
10
時
〜
16
時

■場
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申
■問
府
ひ
と
り
親
家
庭
北
部
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
☎（
23
）２
７
７
１

耳
の
こ
と
相
談

■日
10
月
７
日（
月
）■時
13
時
〜
16
時

■場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
就
職
相
談

■日
10
月
８
、22
日（
火
）■時
９
時
〜
17
時

■場
８
日
＝
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
、
22
日
＝
市
役
所
１
階
会
議
室

※

各
日
定
員
７
人

■申
■問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

☎（
22
）３
８
１
５
F（
22
）３
８
１
６

法
の
日
週
間
特
設
人
権
相
談

■日
10
月
10
日（
木
）■時
10
時
〜
15
時

■場
市
役
所
西
庁
舎
、
物
部
会
館
（
物

部
町
）、
上
林
い
き
い
き
セ
ン
タ

ー
（
八
津
合
町
）

※
物
部
、
上
林
は
２
日
前
ま
で
に
申

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

12

講
座
・
教
室

相

談

催
し
な
ど

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
10
〜
11
月
上
旬
〉

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

広報あやべ　　　　　　 2024.9

し
込
み
必
要

■申
■問
人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

福
祉
の
お
仕
事
相
談
会

■日
10
月
10
日（
木
）■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

☎（
22
）３
８
７
８
F（
22
）３
８
１
６

空
き
家
相
談
会

■日
10
月
10
日（
木
）

■時
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

空
き
家
所
有
者
等
対
象
。先
着
２
組
。

申
し
込
み
は
10
月
３
日（
木
）ま
で

■申
■問
定
住
・
地
域
政
策
課

☎（
42
）４
２
７
０

調
停
相
談

■日
10
月
16
日（
水
）

■時
９
時
〜
正
午

■場
市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日
10
月
16
日（
水
）

■時
９
時
30
分
〜
10
時
30
分
、
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

■場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

各
時
間
定
員
２
人

■申
■問
保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日
10
月
16
日（
水
）■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問
税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

■日
10
月
17
日（
木
）

■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所
１
階
会
議
室

※

内
容
は
求
職
登
録
や
職
業
紹
介
な
ど

■申
■問
商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

法
律
相
談

■日
10
月
17
日（
木
）

■時
13
時
〜
17
時

■場
市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
10
月
10
日（
木
）８
時

30
分
〜
。
先
着
10
人
。１
人
20
分

■申
■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

法
律
・
登
記
相
談

■日
10
月
18
日（
金
）

■時
13
時
〜
16
時
30
分

■場
市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日
10
月
23
日（
水
）■時
13
時
〜
15
時

■場
福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申
■問
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

交
通
事
故
相
談

■日
10
月
24
日（
木
）

■時
９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場
府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

償
還
・
生
活
相
談

■日
10
月
25
日（
金
）■時
13
時
〜
15
時

■場
福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

※

コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
を
借
入
し
た
人

対
象

■申
■問
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日
11
月
５
日（
火
）■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所

※

申
し
込
み
は
10
月
29
日（
火
）〜

11
月
１
日（
金
）

■申
■問
商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日
10
月
６
日（
日
）■時
９
時
〜
17
時

■場
上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日
10
月
６
、
20
日（
日
）

■時
９
時
〜
18
時

■場
西
町
一
丁
目
☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎

■日
10
月
３
、10
、17
、24
、31
日（
木
）

■時
19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
・
年
金
関
係
の
届
出
、

各
種
証
明
書
の
発
行

■問
市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５
、

（
42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

市
税
・
料
金
の
納
入（
納
付
書
必
要
）

■問
会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

８
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

《
市
役
所
と
高
齢
者
福
祉
施
設
に
》

山
田
忠
嗣（
京
都
市
）
車
い
す
３
台

《
ひ
と
り
親
家
庭
や
生
活
困
窮

　
　子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
に
》

匿
名
希
望

生
理
用
品
、
イ
ン
ス

タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
、
菓
子
等

《
災
害
対
応
備
品
の
充
実
に
》

綾
部
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
一
式
２
台
、

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
１
基

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

前
田
道
子
（
寺
町
）

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
）

３
千
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

２
６
７
件
１
６
１
４
万
１
５
０
０
円

【記事の見方】 ■日＝日程  ■時＝時間  ■場＝場所  ■申＝申し込み必要  ■問＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）

13

窓
口
延
長

無
料
開
放

広報あやべ　　　　　　 2024.9

日（
木
）

届
出
、

４
５
、

５
３

必
要
）
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　本年度のあやべ市民大学が８月17日にスター
トしました。開講にあたり山崎市長は「この講
座も今年で３年目。市民の皆さんの意見を聞き
ながらテーマを決め、一緒につくり上げてきた。
新たな知識を得る場にしてほしい」とあいさつ。
その後「綾部の現在・過去・未来」と題し講義
を行いました。
　本年度は12月までに全10回開催予定。日程や
内容は市ホームページ（記事ID3514）で随時お
知らせします。多数ご参加ください。

あやべ市民大学が開講

　市教育委員会は８月７日から16日まで、飛
び立て！中学生海外派遣事業を行いました。
市立中学校生徒の“国際社会を生きていく
力”を養うことが目的。コロナ禍を経て、５
年ぶりに海外派遣が実現しました。
　今回は中学生14人が、オーストラリアのブ
リスベンを訪問。ホームステイや現地校での
英語による授業、生徒との交流などを通じ、
異文化に触れました。10月９日に報告会を行
い、学んだ成果を発表する予定です。

中学生14人をオーストラリアに派遣

　地球市民の集い実行委員会（委員長、山崎善也・綾
部市長）は終戦の日の８月15日、上野町の藤山公園（寺
山山頂）で綾部市民平和祈願の集いを開催しました。
44回目となる今年は、市民ら約100人が参加。世界連
邦都市宣言文と綾部市市民憲章を唱和した後、平和の
鐘の音が鳴り響く中で戦没者に黙とうをささげ、世界
平和を祈りました。

平和への誓い新たに

　綾部鉄工工業協同組合（波多野隆史理事長）は
８月19日、青野町のあやテラス・ホールで青少年
育成事業「テックブレイカーズ」を初開催しました。
市内の中学１～３年生12人が参加し、１時間でド
ライバーを使ってノートパソコンをどれだけ細か
く分解できるかを競いました。110個の部品を取り
外して優勝した豊里中学校２年生の大治咲太郎さ
んは「思う存分に分解できて楽しかった」と笑顔
で話しました。

中学生が分解の腕競う

おお じ  さく た ろう

15

　市は８月18日、栗町の豊里コミュニティセン
ターで「里山エリアはぐくみ事業」を開始しま
した。第１回の内容は英語リトミック「～
HAPPY ! Music and English～」。親子15組が、
ピアノの演奏と英語の声掛けに合わせて楽しく
遊びました。参加した片山真成星ちゃん（４歳）
の母、明実花さんは「子どもが英語を聞いて、
楽しそうに体を動かしていたのがよかった」と
話しました。
　同事業は、令和７年２月28日まで全12回開催
します。今後の予定は、本紙８面でお知らせし
ますので、ぜひご参加ください。

英語リトミックで楽しく運動

　市と京都サンガＦ．Ｃ．（以下サンガ）は８月24
日、亀岡市のサンガスタジアムby KYOCERAで
「綾部市ホームタウンデー」を開催しました。会
場外に設けられたPRブースでは、水源の里特産
品などを販売。まゆピーも登場し、ブースを盛
り上げました。大型ビジョンでは、市PR動画や
市長メッセージを放映。会場では、綾部高等学
校の生徒がダンスを披露したあと、市内サッ
カーチームの選手がピッチを行進しました。綾
部フリーゲンFCに所属する芦田季哉くん（綾部
小学校６年生）は「サンガスタジアムで行進さ
せてもらえて光栄です」と笑顔を見せていまし
た。
　サンガは３-０でFC東京に勝利。迫力あふれる
試合を繰り広げ、観客を魅了しました。

京都サンガＦ．Ｃ．綾部市ホームタウンデー

広報あやべ　　　　　　 2024.9

とき や

ま　な　ほ

あ   み   か

ⒸKYOTO.P.S. ⒸKYOTO.P.S.

ⒸKYOTO.P.S.

ⒸKYOTO.P.S.

ⒸKYOTO.P.S.



125

東八田分団準優勝！
府消防操法大会

放
水
タ
イ
ム
は
最
速

　大
会
に
は
、
14
人
の
操
法
要
員
か
ら

最
終
的
に
選
抜
さ
れ
た
▽
指
揮
者
・
吉

田
真
吾
▽
１
番
員
・
井
上
貴
幸
▽
２
番

員
・
上
原
豪
輝
▽
３
番
員
・
吉
﨑
隆
▽

補
助
員
・
片
岡
憲
一―

の
５
人
（
敬
称

略
）
が
出
場
し
ま
し
た
。
選
手
ら
は
強

い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
中
、
綾
部
か

ら
駆
け
付
け
た
多
く
の
仲
間
の
声
援
を

背
に
、
磨
き
上
げ
た
技
術
を
披
露
。
機

敏
な
動
き
や
正
確
な
操
作
、
息
の
合
っ

た
連
携
で
、
出
場
し
た
21
市
町
村
の
う

ち
見
事
２
位
に
輝
き
ま
し
た
。
１
位
と

の
差
は
わ
ず
か
０
・
５
点
。
審
査
項
目

の
一
つ
で
あ
る
放
水
ま
で
の
タ
イ
ム

は
、
全
チ
ー
ム
の
中
で
最
速
で
し
た
。

　同
大
会
で
の
市
消
防
団
の
準
優
勝

は
、
平
成
18
年
の
口
上
林
分
団
以
来
18

年
ぶ
り
２
回
目
の
快
挙
。
荒
井
分
団
長

は「
団
員
み
ん
な
で
勝
ち
取
っ
た
結
果
。

本
番
ま
で
一
致
団
結
し
て
や
り
切
っ
て

く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。
こ
の

成
果
を
糧
に
、
今
後
も
地
域
の
安
全
・

安
心
を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
喜
び
を

語
り
ま
し
た
。

　
第
29
回
京
都
府
消
防
操
法
大
会
が
８
月
25
日
、
京
丹
波
町
の
丹
波
自
然
運
動

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
市
消
防
団
東
八
田
分
団
（
荒
井
和
広

分
団
長
）
が
「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
」
に
出
場
。
綾
部
市
代
表
と
し
て
は
歴

代
最
高
位
に
並
ぶ
準
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

会場に集まった東八田分団の団員ら。３月から半年間に
わたり、一丸となって訓練に取り組んだ

競技開始直前、真剣な表情で整列する５人の出場選手
発
行
／
綾
部
市
　
 〒
623-8501  京

都
府
綾
部
市
若
竹
町
8-1　

☎
0773（

42）3280　
FAX0773（

42）4406　
URL https://w

w
w
.city.ayabe.lg.jp　
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